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平
成
28
年
12
月
15
日
に
長
門
湯
本
温
泉
で
行
わ
れ
た
日
露
首
脳

会
談
を
き
っ
か
け
と
し
、
市
で
は
平
成
29
年
５
月
、
長
門
市
国
際

交
流
推
進
本
部
を
設
置
。
同
年
12
月
18
日
に
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
ク

ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
地
方
ソ
チ
市
と
の
共
同
声
明
に
調
印
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
国
際
交
流
の
現

状
や
課
題
、
事
業
の
推
進
に
向
け
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

国際交流
こ
れ
ま
で
の
取
組

　

長
門
市
で
は
、
合
併
前
の
旧
１
市

３
町
お
よ
び
新
市
に
至
る
ま
で
、
国

内
外
の
国
・
地
域
と
の
友
好
都
市
や

姉
妹
提
携
は
結
ん
で
お
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
は
国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
、

長
門
青
年
会
議
所
が
日
韓
親
善
交
流

事
業
と
し
て
実
施
す
る
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
面
で
の
交
流
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
12
月
か
ら
は
、
長
門
市

世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ
招
致
基
本
計

画
を
策
定
し
て
世
界
大
会
の
キ
ャ
ン

プ
誘
致
を
推
進
。
平
成
28
年
12
月
に

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
は

　

大
会
を
契
機
と
し
、
自
治
体
が
参

　

加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・

　

文
化
的
な
相
互
交
流
を
行
う
も
の

さあ、世界へ踏み出そう

ソチ市のアナトリー・
パホモフ市長ととも
に両市間の協力に関
する共同声明に調印
（平成29年12月18日）

の 第一歩
国
際
交
流
の「
今
」

抱
え
る
課
題

　

海
外
の
姉
妹
提
携
都
市
が
な
い
こ

と
で
、
本
市
は
海
外
の
国
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
希
薄
な
た
め
、
国
際

交
流
に
対
し
て
、
ま
ず
は
市
民
の
意

識
の
醸
成
や
理
解
を
求
め
る
施
策
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
交
流
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
・
教

育
・
産
業
な
ど
の
国
際
交
流
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
整

備
す
る
施
設
の
活
用
や
、
教
育
・
産

業
面
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
受
入
体
制
を
整
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
展
開

　
「
第
２
次
長
門
市
総
合
計
画
」
に

お
い
て
、
国
際
交
流
事
業
は
次
の
と

お
り
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
歴
史
・
文
化
を
継
承
し
、
輝
く
人

　
を
育
む
ま
ち
（
学
校
教
育
・
就
学

　
前
教
育
の
充
実
）

　

子
ど
も
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
養
う
機
会
と
し
て
、
海
外
と
の

交
流
・
研
修
を
進
め
ま
す
。

●
具
体
的
な
施
策

 

・
中
学
生
海
外
派
遣

 

・
国
際
交
流
事
業
の
実
施

 

・
留
学
生
等
の
派
遣
・
受
け
入
れ

 

・
世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ
誘
致
事
業

②
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営

　（
連
携
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
）

　

民
間
の
国
際
交
流
事
業
は
引
き
続

き
支
援
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を

一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
と
し

て
活
動
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
。

●
具
体
的
な
施
策

 

・
市
民
に
多
文
化
共
生
の
大
切
さ
を

　

伝
え
る

 

・
海
外
と
の
交
流
・
協
力
を
推
進

 

・
長
門
市
の
魅
力
を
発
掘
し
発
信

 

・
市
内
産
業
・
技
術
等
の
輸
出

 

・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
規
模
ス
ポ
ー

　

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致

▲昨年８月に市内で開催された
異文化を学ぶ「タブカフェ」
（多文化共生国際カフェ）

現在地

知
名
度
・
認
知
度 イントロ 1st ステージ 2nd ステージ FINAL ステージ

外から見た長門市の
検証

人的交流

物的交流

多面的交流

姉妹提携に向けた取組では、人的・物
的・多面的交流と継続してステージを
進めることで、市の認知度向上と、市
民満足度の向上につなげていきます。

■学生（中高生）
■企業（民間企業・飲
　食店・各種団体）

■短期留学
■ホームステイ
■各ハード、ソフト項
　目による交流

■LLCや商社を通して
　海外や日本国内にお
　けるロシア関連施設
　へ展開
■2020 年の東京オリ
　ンピック・パラリン
　ピックのホストタウ
　ンとして、キャンプ
　などの交流

知
名
度
・
認
知
度

人的交流
（学生・スポーツ）

多面的交流物的交流
（素材・技術力）

市民にとっての価値創造

市民満足度向上
認知度向上

継続性

市民にとっての
価値創造（人材
育成・インバウ
ンド獲得など）

国
際
交
流
の「
未
来
」

ロ
シ
ア
・
ソ
チ
市
と
の
交
流

　

平
成
28
年
、
本
市
で
の
日
露
首
脳

会
談
開
催
決
定
後
、
市
内
で
は
歓
迎

行
事
が
多
数
実
施
さ
れ
、
ロ
シ
ア
と

い
う
国
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

首
脳
会
談
に
お
い
て
安
倍
首
相
が

示
し
た
ロ
シ
ア
と
の
８
項
目
の
協
力

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、昨
年
12
月
に
は
、

人
的
交
流
の
拡
大
を
目
指
し
て
「
長

門
市
及
び
ソ
チ
市
間
の
協
力
に
関
す

る
共
同
声
明
」
を
締
結
。
ま
た
、
正

式
な
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
も
、
本
年

度
中
に
両
市
で
検
討
す
る
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

外
国
人
居
住
者
の
支
え
に

　

現
在
、
長
門
市
の
人
口
の
約
１
％

は
外
国
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
外

と
の
交
流
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、

外
国
人
居
住
者
の
現
状
を
把
握
し
よ

う
と
昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

（
事
業
所
別
抽
出
調
査
、
結
果
は
下

記
参
照
）
で
は
、
言
葉
の
問
題
を
中

心
に
、
就
学
・
通
院
・
ご
み
出
し
な

ど
日
常
生
活
面
で
の
不
安
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年

10
月
に
は
、
長
門
市
中
央
公
民
館
の

呼
び
か
け
で
地
域
住
民
が
集
い
、
同

館
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
な
が
と
日

本
語
ク
ラ
ブ
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う

　

ロ
シ
ア
と
の
交
流
を
含
め
、
今
後

の
国
際
交
流
全
般
を
長
期
的
な
視
野

で
進
め
る
た
め
、
昨
年
5
月
に
設
置

し
た「
長
門
市
国
際
交
流
推
進
本
部
」

で
は
、
設
置
と
同
時
に
「
長
門
市
国

際
交
流
行
動
指
針
」
を
策
定
し
、
計

画
・
実
施
・
検
証
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
本
年
度
中
に
実
施
計
画
を
策
定

し
て
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

民
間
へ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
集
ま
っ
た
メ

ン
バ
ー
が
、
外
国
人
居
住
者
に
対
し

て
日
本
語
講
座
の
開
催
や
生
活
面
で

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
本
紙
13
ペ
ー
ジ
「
長
門
の
人
」
で

　

も
こ
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す

■
本
特
集
の
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課

　

世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ
招
致
室

℡
23
‐
１
１
９
６ ▲地域住民による日本語講座（昨年10月）

①今、困っていること②今後、必要とすること

姉妹提携に向けた取組の推進（イメージ）

▲首脳会談を前に児童が歓迎
の旗を手作り（平成28年12月）

▲日露青年交流事業で稲刈りを
体験するロシアの学生（昨年10月）

・医師の話がよく理解できない
・住居について相談できる窓口がない
・就労後、日本語や基本的なルールが分
　からない
・地域での助け合いができるか不安   など

・予防接種や健康相談の情報提供
・多言語での情報提供の充実
・住居に関する相談窓口の設置
・就業者に対する日本語での学習支援
・外国人労働者の就業環境の改善
・防災訓練への参加
・SNSなどインターネットを活用した災
　害情報の多言語での提供　など

※本アンケートは、市内の事業所に勤務
　する外国人（中国・ベトナム出身者）を
　無作為に抽出して行ったものです


